
「JavaScriptから見たRedmineの世界」という主題で語ります。
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Ankosoft：http://www.ankosoft.co.jp/
ANKO ガントチャートというRedmine用のプラグインの販売
(http://www.ankosoft.co.jp/anko_gantt_chart/)やRedmineのカスタマイズ、コンサル
ティング業務を行っております。
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http://www.ankosoft.co.jp/
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redmine.tokyoで日本人として初めて英語のタイトルで前田さんが資料を準備された
ので、それにあやかりredmine.tokyoのLTでの発表では初めて英語でのタイトルで資
料を準備しました。
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運用なども自己責任でお願いします。
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Redmineの世界とは、多様なレイヤーによる、多様な創造の世界ということができま
す。
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DBの情報がRedmineの実態、本体そのものになります。
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DBの情報だけではユーザーが使いずらいので、Railsによってサーバー内で動的な
ページを作ります。
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しかし動的、静的なページもサーバー内部での仕組みは大きく異なりますが、一度
サーバーからデーターが出ると、結局は静的な同じhtml中心の情報として送信され
ます。
そのhtmlを私は「実世界」と名付けました。
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実世界情報であるhtmlをブラウザ内でJSによって再創造、第二創造を行います。
JSが自由に新たなhtmlを作り出せることから、実世界に対する概念として、「JSによる
妄想世界」と名付けました。
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ブラウザからは基本的にJSが作り出した妄想世界である新しいhtmlしか認識できま
せん。
Railsが作った実世界のhtmlの内容を知るすべがありません。（厳密な意味ではござ
いませんので、ご理解をお願い致します。）

10



11



間違いました。妄想ではなく、JSでした。どんな世界を変えるのか？Redmineの世界
を変えるという意味です。
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２つのパターンがありますが、第一のパターンは、与えられた情報をJSが単独で変
更するパターンがあります。
これを私は、消極的創造、単独創造と名付けました。
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2つ目はJSがRailsと通信を行い、もともとのhtmlだけでは情報が足りなく提供ができ
なかった問題を解決して、Rails経由でDBから追加情報を得て、高度な機能を提供す
るパターンです。
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ほぼ９９％はサーバーから来ると言えます。
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ユーザーが準備したJSをページに反映させることも可能です。
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Redmineの世界、それは２つの創造、源創造と再創造の世界で構成されています。
源創造はRailsを用いた世界ですが、開発をするためにはサーバー管理者の権限が
必要であり、Redmine全体に影響が出たり、開発難易度も高くなります。
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半面、JS開発は気軽に始められるメリットがあります。
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もちろんできないこともあります。
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